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令和 2年第 1回定例会 ～総務建設常任委員会 令和 2年 3月 16 日～ 
議事録（市長公室、総合行政委員会、会計室事項抜粋） 

 

部署         頁 

市長公室広報課       p.1 

市長公室人事課      p.4 

市長公室政策推進課   p.7 

市長公室人権女性課   p.10 

総合行政委員会      p.11 

 

 

(市長公室広報課) 

○松本暁彦委員 

おはようございます。 

それでは、早速でございますけれども、質問をさせていただきます。質問につきましては、各課ご

とで分けております。 

まず１点目、主要事業一覧、１ページ目のシティプロモーション推進事業、ＱＲコードについて

ですけれども、まずシティプロモーションについては、これまで議会で数多く議論をされてきまし

た。ただシティプロモーションという言葉は飛びかっているものの、その定義、認識は必ずしも同

じではなく、それぞれの思いの中ばらばらであったかと感じております。しかしシティプロモーシ

ョン戦略策定により、戦略という形で文章化され、全員が同じ認識を共有できるということを可能

にしたということは、まさにすばらしいことと改めて戦略策定を評価いたします。その戦略策定の

一環としてＱＲコードの取り組みは、代表質問の中でも取り上げられていましたが、この斬新なア

イデアの発想の経緯についてはどのようなものか、お聞かせください。 

続きまして２番目、同じく主要事業一覧１ページ目の鳥飼の地域支援を活用したＰＲイベントに

ついて。これも代表質問で多々取り上げられておりましたので、改めて銘木団地のＰＲイベントと

いうことですけれども、この中身、取り組み内容についてお聞かせください。 

 

○野口博委員長 

亀谷市長公室参事。 

 

○亀谷市長公室参事 

松本委員の一番初めの市庁舎壁面へのＱＲコードの設置になったいきさつについてのご質問に答

弁させていただきます。 

今年度若手職員を対象に、どこの自治体も実施していないような新たな発想をもってまちづくり

に取り組みましょうという、職員を育成する研修を５月、６月、７月、８月と実施をしてまいりま

した。その研修を通じて出された提案の中で市役所などの窓ガラスに大きなシンボル的なイメージ

でアートの要素を加えた飛散防止フィルムを貼ることで災害対策にもつながり、本市のイメージア

ップにつながるといった提案を受けました。コスト面などすぐには実現が難しいことから内容を見

直し、市役所庁舎をできるだけ生かした形で摂津市の認知度を向上させるようなインパクトのある

ことができないかということを検討してまいりました。また、シティプロモーション戦略策定に当
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たりまして、庁内のワーキング会議においてもＱＲコードを活用してはいかがでしょうかという意

見もあったことから、これらもヒントにしながらできる限りコストを抑えた形でインパクトのある

巨大ＱＲコードを市庁舎の壁面に設置するという運びとなりました。 

以上でございます。 

 

○野口博委員長 

古賀課長。 

 

○古賀広報課長 

そうしましたら二つ目の鳥飼地域のＰＲイベントの概要についてご答弁申し上げます。 

鳥飼地域のＰＲイベントの概要でございますけれども、鳥飼地域の魅力ある資源の一つでありま

す大阪銘木団地と共同イベントを考えています。また、具体的な内容につきましては、これからま

だまだ詰めていくことになりますけれども、現在のところ、鳥飼銘木団地でも年２回一般向けにせ

り市などを行っておられまして、そういったせり市でも安く、販売されているような一枚板の見学

会ですとか、また市内外の方々が参加できるような廃材を利用した木工教室ですとか、あとは最近

人気がありますＤＩＹ工房体験といったことなどを実施できればというふうに今のところ考えてお

ります。 

 

○松本暁彦委員 

それじゃ、２回目の質問をさせていただきます。 

まずＱＲコードについてですけれども経緯について、ワーキング会議等を経て職員のアイデアを

もとに具現化したものと理解をいたしました。 

このシティプロモーションには、魅力的な政策というものはやっぱり必要であり、そのために

は、政策形成過程からその視点を盛り込むことが重要であると認識しております。そういった中で

人材育成をしっかりされていると、今年度の取り組みについて改めて評価するところですけれど

も、令和２年度は、シティプロモーション戦略が策定して、その戦略に基づいてどう事業を進めて

いくのか、お聞かせください。 

続きまして、２番目、ＰＲイベントについてというところで、最近はやりのＤＩＹ工房など参加

型の取り組みというのをちょっと意識されているということで理解をいたしました。これは単純な

ＰＲイベントではないかと思います。というのは、シティプロモーション戦略とどう関連づけてい

るのか、そちらをお聞かせください。 

 

○野口博委員長 

古賀課長。 

 

○古賀広報課長 

そうしましたら松本委員の２回目の質問にお答えいたします。 

まず、来年度のシティプロモーションの展開についてでございますけれども、現在策定中でござ

いますシティプロモーション戦略の中で、推進方法といたしまして、魅力あるホームページの作成

ですとか、またＳＮＳを活用した情報発信、魅力あるＰＲ媒体の作成、市民や企業などとコラボし

た魅力発信、魅力づくり等々、魅力発信、魅力づくりに関する方策を示しております。令和２年度
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につきましては、シティプロモーション専用サイトの構築ですとか、また駅構内にあるデジタルサ

イネージを活用した職員募集の際にも、シティプロモーションの観点も取り入れてまいりたいと考

えております。また人材育成の観点につきましては、先ほど亀谷参事のほうからもありましたよう

に、若手職員を対象といたしました研修を通じて、令和２年度に予算化された事業もございます。

こういったことも来年度につきましても、職員の意識改革が図れるような研修会を通じまして、各

職員がシティプロモーションの観点をもって既存事業が磨き上げられるように、また新たな発想を

もって新規事業が構築できるように広報課といたしましても、アシストしてまいりたいと考えてお

ります。 

続きまして、鳥飼イベントとシティプロモーション戦略との関連性でございますけれども、シテ

ィプロモーション戦略の基本方針の中で、他市にない本市の特徴をいかにＰＲするというところ

で、今回健康・医療、産業、水辺風景、公園、利便性、暮らしやすさといった４本柱を掲げており

ます。これらを中心に、今後シティプロモーションを展開していきたいと考えております。今回の

銘木団地のイベントにつきましては、この柱の一つでございます産業に該当してくるものかと考え

ております。また、戦略の中で、市民や企業とのコラボ、魅力づくりということも位置づけいたし

ておりますので、こういった企業とのコラボによる魅力づくりにも該当してくるものと考えており

ます。 

 

○松本暁彦委員 

それでは、３回目の質問をさせていただきます。ほぼ要望となります。 

まず１点目、シティプロモーション推進事業につきまして、人材育成、そして令和２年度の取り

組みについては、戦略に基づいてしっかりしていくというところを理解いたしました。ぜひ、全庁

体制の取り組みを推進していただければと思います。 

また、読売新聞の２０１９年１２月１３日の記事ですね、福井県越前市で庁内企業という地域お

こしを職員のアイデアを具体化し、実施する内容が記載をしておりました。この例は、庁内の人材

育成やそれを取り組むシステム構築に成功している事例かと考えます。本市でもこれらのイベント

企画や、また昨年１２月の一般質問でもありました共感を得るふるさと納税の検討について、寄附

してよかったと思ってもらえる共感というキーワードを具現化するにもシティプロモーション戦略

とその人材育成がリンクしているものと考えておりますので、しっかりと推進されるよう要望いた

します。 

また、シティプロモーション戦略の下にあります先ほど言われましたＳＮＳでの情報発信、ＬＩ

ＮＥについても発信をしているということで評価いたします。今後は、情報拡散の観点でＰＲのた

めにもプッシュ型であるインスタグラムなどの取り組みもぜひ検討していただければと思います。

１番目については以上です。 

続きまして、２番目、銘木団地のＰＲイベントとシティプロモーションの戦略の関係ということ

で、産業ともしっかりと連携をしていきたいというところで理解をいたしました。 

この産業ですけれども、令和元年１月から６月の有効求人倍率が摂津市では２．１７倍、茨木市

は１．６３倍、高槻市は１．０４倍と、他市よりも高い状況であります。このことは、市内企業団

体の人材獲得が他市よりも困難であることを示して、経営の圧迫や発展への阻害となるもので商工

会でも悲鳴を上げている企業から多く相談を受けていると聞いております。それを踏まえ、摂津市

をよく知ってもらうことは、そこで働きたいと思うことの第一歩であると考えます。このイベント

も踏まえ、協働人口をふやすことの取り組みについて、どう考えているのかお聞かせください。 
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○松本暁彦委員 

それでは、最後要望とさせていただきます。 

まず、シティプロモーション、協働人口をふやすことの取り組みについてというところですけれ

ども、ぜひしっかり目的に基づき、これは鳥飼だけでなく、もろもろのイベントともこれから連携

して、それを意識して実施すべきものと考えますので、効果として人材育成も踏まえて、各イベン

トに対してもシティプロモーション戦略に基づいてしっかりと考えていくということでやっていた

だければと思います。この点は以上です。 

 

 

 (市長公室人事課) 

○松本暁彦委員 

続きまして、３番目、同じく主要事業の１７ページ、人事管理事業。採用広告については、毎年

その成果と評価を踏まえ進化していると認識をしています。令和２年度のデジタルサイネージにつ

いては、代表質問の中で取り上げられておりました。そこでこれを活用しようとする取り組みの経

緯についてお聞かせください。 

続きまして、４番目、予算概要１０ページ目の職種別、そして組織課題別能力開発事業、それぞ

れ予算が昨年度よりややふえております。これら能力開発事業についてどのようなものか、改めて

お聞かせください。 

 

○野口博委員長 

浅尾課長。 

 

○浅尾人事課長 

そうしましたら、３番目、４番目のご質問に答弁をさせていただきます。 

まずデジタルサイネージの導入の経緯のお問いでございますけれども、ご質問にございましたと

おり、本市では平成２７年から鉄道の車内広告による採用試験実施のＰＲを行ってきた経過がござ

います。いずれも受験者の２割から３割の方が広告で採用試験の実施を知ったというふうなアンケ

ート結果もございまして、今までの形でも一定の効果があったというふうには考えております。た

だ一方で、これ以上の上積みといいますか、これ以上応募者がふえるということはここ数年の取り

組みの中では見込みが少なくなっているのではないかというふうなことが１点考えたこと、それか

ら今回デジタルサイネージということで、紙の印刷広告ではなくて、デジタル画面での展開という

ことになります。動画の活用であったり、静止画を展開させる、さまざまなＰＲ方法が考えられる

中で、新たな手法によって、新たな層へのアプローチもできるのではないかということを考えまし

て予算計上させていただいたというところでございます。 

それから人材育成の関係でございまして、職種別能力開発事業と組織課題別能力開発事業の増額

の件でございますけれども、まず職種別のほうにつきましては、各職場において求められる専門的

な能力の育成を目的に主に派遣研修ということで行ってございます。来年度におきましては、人

権、防災、建築等各分野で、それぞれの職場ごとの課題への対応、あるいは職員体制等、考慮すべ

き内容をしっかりと精査、査定をした上でこのあたりを増額ということで予算計上をいたしてござ

います。 
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また組織課題別の研修におきましては、提案型ステップアップ研修ということで、職員がみずか

ら研修を申し出るというか、そういうような研修を実施しているわけなんですが、今年度におきま

しては、受講を申し出る職員がふえたり、あるいは相談にくる職員というのが少しふえたりという

ことで、そういう事情がございまして、このあたりもできる限り前向きに能力開発を行おうとする

職員の意欲に応えられるよう、増額の予算計上ということで、およそこれは２０万円程度の増額で

予算計上を行っているものでございます。 

以上でございます。 

 

○松本暁彦委員 

続きまして、３番目、デジタルサイネージの件ということで、今までの取り組みというのが一定

以上限界が見えたというところ、それを踏まえ新たなアプローチを試みるというところについて

は、おもしろいなと思っております。実際、これを行うことで効果をどのように期待されているの

か、お考えをお聞かせください。 

続きまして、４番目、各種能力開発事業について。内容については、これまで能力開発について

は少数精鋭体制を構築するために議論を重ねているところでございます。職員の意見を意欲をしっ

かりと反映する、そして職員の資質向上に取り組むというところは非常に意義のあるものと考えて

おりますけれども、改めて令和２年度の工夫についてどのように考えているのか、お聞かせくださ

い。 

 

○野口博委員長 

浅尾課長。 

 

○浅尾人事課長 

それでは、３番目、４番目のご質問の２回目のご質問に答弁をさせていただきます。 

まずデジタルサイネージの効果のお問いでございましたけれども、これはあくまで理論値という

ことになるんですが、車内広告と比較をいたしますと、１日当たり９万人程度の増加ということ

で、これは広告を目にする人数ということになるんですけれども、目にする方はふえるというふう

には考えております。内容なんですけれども、おおむね６分間当たり３０秒程度の時間をデジタル

広告でできると、そういう内容でございまして、多数の歩行者が行き交う駅のコンコース等の柱、

およそ５０本に設置されました１００面を超えるモニターに表示が可能ということになっておりま

す。通路区間ごとに一斉に表示をするというような内容になりますので、歩行者の目を瞬間的に引

きつけるという効果があると思っております。 

キャッチコピーですとか、デザイン、ＰＲ方法については、今後広報課とも連携をしながら検討

していこうと考えておりますけれども、混雑する駅のコンコースで目を引くもの、それからシティ

プロモーションの観点も含めて話題性に富んだ内容としてＰＲできるよう検討してまいりたいと考

えております。 

それから人材育成の研修等の令和２年度の工夫はということでございました。平成３０年度から

フィールドワーク型の政策形成研修ということで本市では取り組んでおります。平成３０年度は、

徳島県の神山町というところにフィールドワーク研修に行って、地方創生のモデル地域として見学

が相次いでいる地域なんですが、そこの見学ということでございまして非常に意欲的に取り組まれ

ている方のお話を聞いて、参考になったというようなご意見もございましたので、広域的に捉えて
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くれる職員が多いなと考えてございます。 

一方で、摂津市のような比較的都市部とは異なる地域ということでございまして、イメージが湧

きにくいということもございましたので、今年度は都市部ということで尼崎市のほうにフィールド

ワークに行ってございます。ここでも同様に新たな取り組みに精力的に取り組まれる職員の方のお

話をという、そのマインドであったり、エネルギーみたいなものを肌で感じて帰ってこられている

というようなこともございますので、この研修は、引き続きということで、考えております。 

他団体の職員とともに、この研修を行っているわけですけれども、調整がどうしても必要になり

ますので実施が可能な場合、もちろん実施をしたいと考えておりますけれども、このほかにも外部

機関が実施をしております同様の研修ということもございますので、そちらの派遣というのもあわ

せて考えていきたいと思っております。 

以上でございます。 

 

○松本暁彦委員 

続きまして、３番目、人事管理事業ということで、デジタルサイネージの効果、期待というのが

９万人も増加するということで、１００面を超える画面という点については、非常に期待ができる

ものかなと思いました。この事業は採用はもちろん、やはり先ほど言われましたシティプロモーシ

ョンの戦略の目的の愛着と誇りの醸成、協働人口の増加、それぞれに寄与するよい企画と理解をし

ております。またぜひ、その際は話題性に富んだもの、単なる静止画だけではなく、動画とかを作

成していただいて、それをそこのデジタルサイネージだけでなくて、ホームページにアップするな

ど、あるいは職員間でシェアするなども可能として、拡散できるようなものをぜひ要望したいと思

います。シティプロモーションの観点ですね、広報課とも、採用等も合わせてぜひ連携して取り組

むように要望いたします。３番目は以上です。 

４番目、人材育成の観点というところで、フィールド型で肌で感じる体験を得てもらうというこ

とについて、それについてはやはり評価をいたします。やはり他市を知るということは非常に客観

的に本市を見ることができる。そして本市に足りないもの、そしてよいもの、それを見ることがで

きるということは非常によいかなと思っております。さて、この新しい令和２年度は、防災危機管

理課ができます。特にこの危機管理セクションにおける人材育成については、どう考えているの

か、お聞かせください。 

 

○野口博委員長 

浅尾課長。 

 

○浅尾人事課長 

それでは、４番目のご質問の３回目のご質問に答弁させていただきます。 

危機管理部門の人材育成のお問いでございました。昨年度の大阪北部地震の経験でもあったよう

に、職員が危機管理意識をもって対応する機会というのが直近でもございました。当然ながら日ご

ろよりさまざまな想定を行いながら業務を遂行していくという必要はあると思いますけれども、実

際の対応、体験、これらを踏まえて職員一人一人が考え、行動することがやはりＯＪＴとしては重

要であると考えてございます。 

このほか研修ということで答弁をさせていただきますけれども、これまでも予算化しておったも

のとして、防災士の研修講座というものがございます。この予算の人数を今年度１名であったもの
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を来年度は５名ということで少しふやして、必要な知識の獲得の機会の充実ということで対応する

ことといたしております。今後も各職場における課題対応に限られた予算の範囲で充実を図ってま

いりたいと考えているところでございます。 

以上でございます。 

 

○松本暁彦委員 

続きまして、危機管理における人材育成についてというところで、防災士等も取得させると。い

ろいろとＯＪＴ等で経験させるということで理解をいたしました。ぜひ新しい課ということで、危

機管理セクションの人材育成には、しっかりと力を入れていただければと思います。これは詳細

は、藤浦委員に聞いていただきたいんですけれども、先日の非常に参考になる話で、防災に関する

議論の中で、総社市の防災職員が他市の災害時に、災害本部に応援に行かせるという話がございま

した。本市でも大阪北部地震では、堺市の方が災害本部にも来ていただきました。災害対応という

のは、有事にこそ力を発揮しなりません。少しでも現場を知るということが大切であります。 

この危機管理体制の問題点は、私のほうが２０１７年１２月から指摘しておりましたけれども、

本市の体制、地域防災計画修正が大きく動いたのは、やはり２０１８年６月の大阪北部地震、そし

て台風２１号を経験し、まさに当事者になったことから現実として問題点が表面化され、潮目を変

えるものとなったのは、私自身が実感をしているところでございます。ぜひ人事課としてもこの教

訓というものを風化させずに、当事者意識をいかに持続化させるかというところを考慮していただ

ければと思います。 

やはり全庁的なメール管理ができるのは人事課でございます。それを全庁的な人材育成、人材確

保というところは、人事課の大きな役割であり、少数精鋭体制だからこその人材育成を踏まえた各

種能力開発事業に取り組んでいただければと思います。 

あとこれは補足ですけれども、おもしろい事例なんですけれども読売新聞の令和２年１月２０日

の記事で副業で公務員人気という記事が掲載されておりました。これは副業限定での募集を求める

もので、短期かつ専門的な人材が必要な場合は、このような取り組みも選択肢の一つになるのでは

ないかと考えます。こういうのもぜひ参考にしていただければと思います。 

以上です。 

 

 

(市長公室政策推進課) 

○松本暁彦委員 

続きまして、５番目、こちら主要事業１ページ目、鳥飼まちづくりグランドデザイン策定事業に

ついて。こちらも鳥飼まちづくりグランドデザインについて代表質問で多々取り上げられておりま

した。目的等は把握をいたしました。そこで令和２年度、取り組みについて具体的な業務要領とは

どのようなものか、お聞かせください。 

続きまして、同じく主要事業１７ページ、ＦＭ推進事業というところで、会派としまして、この

公共施設等総合管理計画における市民の合意形成等の必要性を訴えている中で、ＦＭ担当、建築営

繕、市有財産の管理体制の強化、一本化を要望していたこともあり、このように資産活用課を設置

されたということは評価をするものです。この体制の下、このＦＭ計画の完成については、いつま

でにされるのか。そして令和２年度の取り組みについてどのように進めていくのか、お聞かせくだ

さい。 
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○野口博委員長 

大橋次長。 

 

○大橋市長公室次長 

そうしましたら鳥飼まちづくりのグランドデザインについて、私のほうから答弁をさせていただ

きます。 

令和２年度の業務内容ということでございますけれども、これから組織を立ち上げてということ

になりますので、現時点での考え方ということで答弁させていただきたいと思います。 

ベースになるのは、昨年度実施をさせていただきました年齢別、地区別の人口推計になるかと思

います。本調査については、地元の市民の方々に余りご理解というか、情報としてしっかり提供さ

せていただいていない部分もございますので、まずは人口の将来推計の結果について、地元の方に

しっかりご認識をいただきたいと思っております。その上で、チームとしては、人口推計以外の部

分で地元の直面している課題であったり、どういったことが足りていないのかというところをチー

ムとしてしっかり認識するということが大事だなと思っています。その上で、その課題をしっかり

認識整理した上で、地区に必要な機能であったり、施策というものを洗い出して、全国的な事例等

も調査しながらその点の部分を面として落とし込んでいく作業をできれば年度中に行いたいなとい

うふうには思っております。ただ、一応債務負担行為ということで、２か年事業ということで予算

計上させていただいておりますので、この２年度でどこまでいけるかというところはあるんですけ

れども、できれば面の整理のところまで、できたら素案のところぐらいまではいけると非常にその

後の作業がスムーズなのかなと思っております。 

以上でございます。 

 

○野口博委員長 

池上市長公室参事。 

 

○池上市長公室参事 

それでは、ＦＭに関してのご質問にお答えさせていただきます。 

まず、計画の完成ということでございますが、総合管理計画改訂版の作成につきましては、この

３月中には本編等を案としてまとめるよう現在鋭意取り組んでいる最中でございます。構成につい

て簡単に申し上げておきますと、構成としましては、序論として計画概要や公共施設の現状、人口

や財政の現況と見通し、本編で基本方針や実施施策をあらわしまして、個別施設計画編で用途ごと

に課題や方針、施設の再編検討時期などをまとめ、最後の資料編として計画策定の基礎資料やＦＭ

を進めていく上で、必要なマニュアルやガイドライン等を示すものと考えております。 

４月以降、個別施設計画における再編の検討時期などを関係各課と協議調整をしまして、その後

パブリックコメントを行い、パブコメでいただいたご意見等を踏まえた上で、９月ごろというか、

秋ごろまでには策定したいと考えております。 

次に、令和２年度の取り組みでございますが、新たに資産活用課としてスタートすることになり

ますけれども、ＦＭ推進担当としましては、まず改訂版の完成を目指して取り組むとともに、施設

点検研修を初め、ＦＭ人材育成の観点から研修の実施、施設点検に基づく修繕優先度判定の実施、

公共施設に係るデータの集約、更新、また総合管理計画の進行管理などを引き続き行ってまいりた
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いと考えております。 

 

○松本暁彦委員 

続きまして、５番目、鳥飼まちづくりグランドデザインについての令和２年度の具体的な業務要

領等についてですけれども、素案を作成していくと。できれば年度内、可能であればスムーズにし

ていきたいというお話でございました。やはり鳥飼の課題というのは、やはり現在進行形というこ

とでございます。なのでやはりこれをいかに円滑に、スムーズに、そしてできるだけ早期に進めて

いくということは非常に重要なことであると認識をしておりますので、ぜひしっかりと進めていた

だければと思います。こちらについては要望とさせていただきます。プロジェクトチーム、期待を

しております。 

続きまして、ＦＭ推進事業というところで、ＦＭ計画の完成のおおむねの時期、そしてまたその

取り組み、令和２年度の取り組みについてはおおむね理解をいたしました。このＦＭ計画というの

は、当然ながら先ほどの鳥飼のグランドデザインにも大きく影響するかと思います。そこでＦＭと

してどう鳥飼グランドデザインにかかわっていくのか、お聞かせください。 

 

○野口博委員長 

池上市長公室参事。 

 

○池上市長公室参事 

それでは、２回目のご質問にお答えさせていただきます。 

ＦＭ推進として鳥飼地域のグランドデザインの策定にどのようにかかわっていくのかということで

ございますけれども、ＦＭとは保有する施設、設備及びその利用環境を経営的な視点から総合的に

企画、管理、活用する経営管理活動とよく言われておりまして、施設等をできるだけ長く使うよう

日々の点検、定期的な修繕を行うことや改修時には、省エネタイプの器具の採用やまた防犯対策や

安全対策、魅力ある施設であるための工夫などを戦略的に取り組むことと捉えております。 

これから鳥飼地域のグランドデザインを描いていくことになりますけれども検討に当たっては、

ゾーニング、公共施設の再配置等も大きな課題となってくることからＦＭ推進担当としましては、

公共施設等総合管理計画に基づきまして、施設を最大限有効に活用できるよう、かかわっていけれ

ばというふうに考えております。 

 

○松本暁彦委員 

続きまして、６番目、鳥飼グランドデザインとＦＭとの連携というところで、ＦＭにつきまして

は、施設の最大限有効活用、また施設の再配置等の連携というところで理解をいたしました。ぜひ

これにつきましては、ＦＭ推進、また資産活用課としてぜひ鳥飼まちづくりグランドデザインと積

極的に連携をしていただければと思います。当然鳥飼グランドデザインにつきましては、代表質問

でありましたけれども、施設等々の再配置というところも非常に重要になってくる課題と思ってお

ります。その中でやはり施設に関してリーダーシップを発揮する、全庁的な取り組みのリーダーシ

ップ、そしてまたノウハウの蓄積ということを一元化できるというところはＦＭ推進、資産活用課

の重要な役割であると認識をしております。その観点で積極的に鳥飼まちづくりグランドデザイン

のプロジェクトチームと連携してやっていただければと思います。こちらは要望です。以上です。 
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(市長公室人権女性課) 

○松本暁彦委員 

続きまして、７番目、予算概要２４ページの女性人材育成事業、これ毎年頑張っているものと認

識しておりますけれども、この事業の概要についてお聞かせください。 

続きまして、８番目、予算概要２４ページの女性問題相談事業、この事業について代表質問で

は、デートＤＶの話が出ておりました。そこで女性虐待、児童虐待の防止をするための取り組みに

ついて、令和２年度はどのようなことをされるのか、お聞かせください。 

 

○野口博委員長 

由井課長。 

 

○由井人権女性政策課長 

人権女性政策課に係ります質問番号７番、女性の人材育成事業について、お答えさせていただき

ます。 

人権女性政策課では、女性人材育成事業としてウィズせっつカレッジを開催しております。その目

的としましては、男女共同参画の視点を持ち活躍できる人材を育成することを目的として実施して

おります。職場や地域などあらゆる分野に女性の意見を反映させ、男女が共同して社会形成にかか

わっていく、そういうことは、女性人材につながると考えております。摂津市では、女性の社会進

出、男女共同参画社会の実現に向け、女性が積極的に政策の立案及び決定の場に参画できるよう市

の審議会等の女性委員の登用率の向上に取り組んでおります。その取り組みの一つとして女性人材

登録制度がございます。この制度は、各分野で活躍する女性の情報を人権女性政策課が管理する名

簿に登録し、その情報を各課に提供することで、市の審議会等の委員への女性の登用を促進する制

度です。 

続きまして、８番の女性問題相談事業についてお答えいたします。 

人としての尊厳を傷つける暴力及び虐待は、少子高齢化の進行及び社会経済状況の変化により、Ｄ

Ｖ、児童虐待、高齢者虐待、障害者虐待といったさまざまな形態で生じており、家庭内の問題とし

て潜在化する傾向にあります。このような状況を踏まえ、配偶者のみならず、家庭内全体の複合

化、複雑化する暴力事案の早期発見と被害者の支援を図るために、摂津市虐待防止ネットワーク会

議を人権女性政策課では設置しております。 

さらに令和２年度から市役所でのネットワークを構築するために、庁内５課での協議を現在進め

ておるところです。今後も引き続き部局横断的に事業を展開してまいりたいと思っております。 

以上です。 

 

○松本暁彦委員 

続きまして、７番目、女性人材育成事業、こちらについては、女性の社会進出を支えるのに当た

り、人材育成の取り組み、そして活躍の場の提供が重要になってまいります。先ほどの女性登録制

度もその一環かと思います。そこで令和２年度における女性人材育成事業の取り組み、新しい取り

組み等があれば、それについてお聞かせください。 

続きまして、８番目、女性問題相談事業についてですけれども、摂津市虐待防止ネットワークを

構築するなど、孤立家庭を防いでしっかりと取り組んでいくということを理解をいたしました。ぜ
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ひしっかりと実施をしていただければと思います。それを行うに当たって、現在の状況、背景とい

うものをどう捉えているのか、お聞かせください。 

 

○野口博委員長 

由井課長。 

 

○由井人権女性政策課長 

それでは、人権女性政策課、７番目、２回目の質問にお答えいたします。 

先ほど女性の社会進出の取り組みの一つとして、女性人材登録制度のことをお話しさせていただき

ました。地域や社会のさまざまな場面で活躍できる人材を育成する目的で開催しているウィズせっ

つカレッジの卒業生には、制度の説明を行って登録いただけるようお願いしております。 

また、女性人材登録名簿の分野では、公認会計士や建築関係の学識経験者が少ない状況でありまし

た。そこで新たな取り組みといたしまして、登録をふやすために、大阪府立ドーンセンターの人材

提供サービスを活用いたしました。現在、２９名の方に女性人材登録名簿にご登録いただいてお

り、各担当課が審議員の改選時に活用いただくようにしております。 

続きまして、８番目、２回目の質問にお答えいたします。 

女性問題の現在の状況についてのご質問であったかと思いますが、社会経済情勢の変化の中で、

貧困など生活上の困難が幅広い層に広がっていると感じております。複合的な課題を抱える市民が

増加もしております。深刻化すれば配偶者からの暴力であるＤＶや児童虐待、高齢者虐待につなが

ることも懸念され、特に子どもについては深刻な影響を及ぼします。 

令和元年度の現状ですが、総合相談につきましては、この半年で２８５件、うちＤＶに関するも

のが８５件となっております。ケースとしては複雑な事情を抱えたケースがふえており、パートナ

ーからの協力を得られない特定妊婦、障害をお持ちの方、子どもがいるがゆえに児童虐待が危惧さ

れたケースなど、相談内容は複雑化しております。各相談窓口が連携して、世帯としてのアプロー

チが必要であると考えております。以上です。 

 

○松本暁彦委員 

続きまして、女性人材育成事業ということで、審議会で、ぜひ活用していただいて、各部とも情

報共有を図っていただければと思います。このように一つ一つの取り組みというものが女性の社会

進出を支えることにつながっていくかと思いますので、しっかりと取り組んでいただければと思い

ます。こちらも要望で終わります。 

続きまして、８番目、女性問題相談事業ということで、今非常に複雑な事情があると、虐待に関

して複雑な事情があるというものにつきましては理解をいたしました。その中で２回目の質問でお

聞きしましたネットワークの構築というのが非常に重要であるということは理解をいたしました。

ぜひこの社会ネットワークを構築して、児童虐待を防止することを引き続き取り組んでいただきま

すよう要望いたします。８番目については以上です。 

 

 

(総合行政委員会) 

○松本暁彦委員 

続きまして、９番目、予算概要の３６ページ、こちら鳥飼書庫外壁ネット設置委託料とあります
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けれども、この委託料の内容についてどのようなものかお聞かせください。 

最後、１０番目、同じく予算概要３６ページの市長及び市議会議員補欠選挙事業につきまして、

令和２年度は、この事業があると。昨年一般質問では、投票所の投票環境の向上など要望させてい

ただきました。それを踏まえ、千里丘小学校の投票所での経路の雨水対策や新しく別府コミュニテ

ィセンターができ、かつ投票区の全ての自治会が要望を出している別府の投票所の味生体育館から

別府コミュニティセンターへの移転について検討状況についてどのようなものかお聞かせくださ

い。 

以上です。 

 

○野口博委員長 

菰原局次長。 

 

○菰原選挙管理委員会・監査委員・公平・固定資産評価審査委員会事務局次長 

それでは、選挙管理委員会事務局に係ります、第９番目、第１０番目の質問にお答えさせていた

だきます。 

まず鳥飼書庫外壁ネット設置委託料についてでございますが、鳥飼書庫につきましては、つくし

園と同一の敷地内に設置されており、元々鳥飼送水所の監視室であったものを現在選挙管理委員会

事務局が選挙時の投票所で使用する備品等の保管場所として使用しているところでございます。こ

の鳥飼書庫は摂津市公共施設等総合管理計画の対象施設に位置づけられたことから、施設点検の結

果、築５０年以上経過しておりまして、外壁に多数のひびが見られ非常に外壁の劣化が進んでいる

との評価を受けたところでございます。この評価結果を受け、鳥飼書庫の周囲には、同一敷地内の

つくし園の管理者とも協議した上で、トラロープを張りめぐらせまして、バリケードを設置し、人

が容易に近づけないよう既に必要な安全対策を講じております。しかしながら選挙の備品等を保管

できる代替施設が確保できるまでは、当面鳥飼書庫を継続して使用することとなりますので、外壁

ネットを設置することで、より一層の安全対策を講じるものでございます。 

次に、１０番目の質問でございますが、まず投票所の環境の整備というところで、第一投票区の

投票所でございます千里丘小学校の体育館は、委員からもご紹介のとおり、雨天時にグラウンドが

ぬかるみ、これまでその都度コンパネによる対策を講じ、投票所までの歩行にご不便をおかけして

いる部分がございました。今回の市長選・市議補選においても、選挙業務委託料の中で雨天時の投

票環境の向上策を予算計上しているところでございます。従前のコンパネの設置ですと、コンパネ

の接合部分の関係で、歩行がし難い面がございましたので、今回は車両用のゴムマットを敷き、校

門から投票所までの移動性の向上を図ってまいりたいと思っております。併せてほかの投票所にお

きましても、スロープ対応等バリアフリー化を進めまして、環境整備に努めてまいります。 

次に、別府コミュニティセンターの件ですが、別府１丁目から３丁目が投票区域となります第１

３投票区内におきまして、別府コミュニティセンターが整備されましたことによりまして、当該投

票区の自治会長連名で現在の投票所である味生体育館から別府コミュニティセンターへ変更を希望

する要望書が令和元年度１０月末に選挙管理委員会へ提出されたところでございます。この要望書

の提出を受け、定例の選挙管理委員会に事務局から内容を報告し、別府コミュニティセンターを投

票所として使用可能であるか調査をし、実際に事務局で現場確認を行い、バリアフリー化の状況、

施設の利用状況、人の動線等を確認しております。今後この調査結果を踏まえ、選挙管理委員会に

再度お諮りし、次の選挙であります市長選、市議補選に係る管理執行上の当該投票区の投票所を決
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定してまいりたいと考えております。 

以上でございます。 

 

○松本暁彦委員 

続きまして、９番目、鳥飼書庫外壁ネット設置委託料ということで、築５０年以上で外壁劣化と

いう状況であるというところは理解いたしました。これを維持をするということですけれども、こ

の鳥飼書庫そのものについて今後どのように考えているのか。またこれが外壁劣化というところで

中にあるんですけれども、地震が起きても大丈夫なのか、その点ちょっとお聞かせください。 

続きまして、１０番目、投票所の環境向上の件ですけれども、現状については理解をいたしまし

た。千里丘小学校では、コンパネのゴムマット設置での環境整備、また別府のほうでも地域の要望

が、昨年の１０月に要望として上がっているというところで、そこはしっかりと具体化して次の市

長選及び市議補選に間に合わせるようにしていただければと思います。これは要望で終わります。 

以上です。 

 

○野口博委員長 

菰原局次長。 

 

○菰原選挙管理委員会・監査委員・公平・固定資産評価審査委員会事務局次長 

それでは、鳥飼書庫に係ります再度のご質問についてお答えさせていただきます。 

まず耐震性の問題というところでご質問をいただきましたが、鳥飼書庫の施設自体は、先ほど申

し上げましたとおり鳥飼送水所の監視室ということもあって、堅固な建物でございますので、耐震

的には問題ないものと考えております。ただ、先ほど申し上げましたとおり、５０年以上経ってい

るということで、やはり外壁のほうの劣化は見られているところでございます。ＦＭの調査でも、

長寿命化の対象ではないというところがございますので、選挙管理委員会職員も定期的に外観等の

チェックを行い、安全上の対策はとってまいりたいと思っております。 

また、今後こちらの施設に入っております選挙備品の移転ということのお話もあるかと思いま

す。こちらについては、代替施設があるかどうかというところで、既存施設の調査を行ったり、Ｆ

Ｍ担当や防災管財課とも協議をしてまいりました。また令和２年度には、資産活用課という新しく

ＦＭを推進する部署もできますので、そちらとも協議しながら適切な代替施設については検討して

まいりたいと考えております。 

以上でございます。 

 

○松本暁彦委員 

最後９番目、鳥飼書庫の件ですけれども、耐震について、とりあえずは大丈夫だというところを

理解をいたしました。ぜひこちらについても新設される資産活用課と協力して、この課題解決にも

鋭意取り組まれることを要望いたします。例えば近畿道の高架下に仮設倉庫を設置して、そこに当

面の代替を行うということもよいのではないでしょうか。いろいろと選択肢はあると思いますが、

ぜひ検討を要望いたします。 

以上です。 


